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Literature review for Visiting Nurse’s Approach for Reaching
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 
患者や家族が安心して円滑に早期退院するためには､ 多職種がチームで関わり､ 地域の関係機関との連携も強化しな
がら退院支援をすることが重要となる｡ 本稿では､ 訪問看護師による ｢合意形成｣ にむけたアプローチの在宅移行期へ
の活用についての示唆を得ることを目的とし､ 文献的考察を行うこととした｡ その結果､ 在宅移行期における訪問看護
師によるチームメンバーとの合意形成にむけたアプローチとは､ 在宅移行支援に必要な情報､ 継続課題､ 方向性や目標､
ケアについて､ 関係者が最善策を見つけ出す方法が分からない場合や､ 多様な､ ときには対立する意見を話し合いによっ
て､ 意見の理由を掘り起こし､ お互いに納得できる創造的な解決策を見出すことを実現することへの働きかけであるこ
とが明らかになった｡ このことは､ 今後､ 在宅移行期におけるチーム形成への視点として､ 活用できると考えられる｡
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移行時の看護活動の啓発､ 早期からの退院支援




































いて検討した｡ なお､ 文献の種別は､ 60文献
(①25文献､ ②12文献､ ③11文献､ 関係図書12








































る｣ のではなく､ 市民に意見を ｢話し合わせる｣
という点が特徴であると説明している｡














































































































































｢紛争｣ ｢葛藤｣ と呼ばれ､ ①有機体が二つある
いはそれ以上の目標に直面し､ ②その目標同士
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